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霜﨑 大知 Shimozaki Daichi 
 

12月4日(日)、新潟県見附
み つ け

市で第九
の演奏会が行われ、筆者もお手伝いとし
て参加しました。 
コロナ禍以降、大人数で歌う合唱曲は
自粛傾向にあったため、大編成で歌う機 
会は実に久しぶりでした。今回は、演奏会の個人的な感想を
述べさせていただきます。 

 
新潟県見附市は、長岡市の北

に位置する市です。見附市には、見
附市文化ホールアルカディアという
ホールがあり、そこを拠点に活動する
「アルカディア音楽祭合唱団」があり
ます。 

https://arcadia-choir.com/ 
 

第30回記念アルカディア音楽祭 

この合唱団は、1995年に設立さ 
れました。毎年12月に「アルカディア音楽祭」を開催しており、
今年は第30回の記念演奏会でした。 
立ち上げ当初より、音楽監督・指揮として船橋 洋介先生を
中心に活動されており、これまでに、モーツアルト｢戴冠式ミサ｣
｢レクイエム｣､プッチーニ「グローリア･ミサ｣､ヘンデル「メサイア(抜
粋)」などを演奏しており、今回は5年ぶりに第九の演奏を行い
ました。 
アルカディア音楽祭も感染症の影響を大きく受け、一昨年は
中止、昨年は無観客での開催となり、今年は3年ぶりに有観
客での開催となりました。 
私は、11月より練習に参加しました。１か月という短い期間
ではあったのですが、温かく迎え入れてくださり、楽しく練習に参
加させていただきました。 

 
そして迎えた本番、会場にはたくさんのお客様、ステージには
オーケストラと合唱団が総勢100名を超えるであろう編成で並
びました。大編成の中での合唱に、どこか懐かしさと嬉しさとで、
様々な感情がうごめきました。感染症対策として、合唱団員
同士の距離を取ることや、マスクの着用がありましたが、それで
も有観客で開催できたことに、一歩前進したことを感じました。
会場からの溢れんばかりの拍手をいただき、演奏会は演者と聴

衆の双方がいて成立するものだと改めて認識したところです。
残念ながら打ち上げを設けることができませんでしたが、今まで
のような形式に近い演奏会が行われたことは、合唱界にとって
希望の光であることは違いないと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
アルカディア音楽祭合唱団は来年、フォーレの「レクイエム」を
演奏することが決まっています。来年も見附から歓喜の合唱が
響き渡ることと思います。（記事の一部はアルカディア合唱団HPより引用） 

 
霜﨑 大知 プロフィール 

埼玉県出身、新潟県三条市在住。中学校1年生より合
唱を始め、高校1年の2010年に男声合唱団イル・カンパ
ニーレ(埼玉)に入団、団内の演奏会をはじめ、近隣の第九
演奏会等にも数多く出演した。 

2021年から越の国室内合唱団VOX ORATTAに所属、
小学校教諭として勤めながら、合唱活動にも精力的に励
んでいる。 
また、2012年より継続して、地震、津波、洪水などの被
災地でボランティア活動を行い、2017年には防災士となる。
近年は被災地ボランティアでグループリーダーを務める他、ボ
ランティア活動の様子を全国の学校で講演している。 

http://rkato.sakura.ne.jp/music/ongaku_hiroba_top.html
https://arcadia-choir.com/

